
一
、
同
十
四
年
六
月
一
日
内
閣
ョ
リ
営
繕
管
財
局
顧
問
ヲ
被
仰
付

一
、
昭
和
二
年
九
月
十
五
日
内
務
省
ョ
リ
明
治
神
宮
外
苑
管
理
評
議
委
員
ヲ

嘱
託
七
ラ
ル

一
、
同
一
―
一
年
十
月
十
三
日
内
閣
ョ
リ
封
支
文
化
事
業
調
査
會
委
員
ヲ
被
仰
付

一
、
同
四
年
四
月
十
日
宮
内
省
ョ
リ
臨
時
正
倉
院
賓
庫
調
査
委
員
會
委
員
ヲ

出
品
鑑
査
員
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル

仰
付

一
、
同
四
十
四
年
五
月
十
七
日
文
部
省
ョ
リ
通
俗
数
育
調
査
委
員
會
委
員
ヲ

用
作
品
展
覧
會
卜
稲
シ
大
正
二
年
十
月
二
其
ノ
第
一
回
ヲ
開
キ
タ
ル
ト

キ

審
査
委
員
ヲ
嘱
託
サ
レ
大
正
七
年
ニ
エ
藝
展
覧
會
卜
改
稲
シ
大
正
八
年
ニ

又
工
藝
審
査
會
卜
改
稲
サ
レ
其
委
員
ハ
内
閣
ョ
リ
被
仰
付

コ
ト
、
為
レ

リ
而
シ
テ
大
正
二
年
以
来
昭
和
六
年
二
至
ル
マ
デ
毎
年
其
審
査
員
ヲ
被

仰
付
是
亦
盛
カ
ス
ル
所

ノ
功
績
多
大
ナ
リ

各
種
委
員
、
評
識
員
、
顧
問
等
関
係
事
絞

一
、
明
治
舟
五
年
一
月
廿
七
日
文
部
省
ョ
リ
普
通
数
育
二
於
ケ
ル
岡
盟
取
調

委
員
長
ヲ
命
七
ラ
ル

一
、
同
舟
六
年
七
月
廿
二
日
文
部
省
ョ
リ
圏
甕
数
科
書
編
纂
委
員
長
ヲ
嘱
託

セ
ラ
ル

一
、
同
四
十
年
十
月
廿
六
日
東
京
市
長
ョ
リ
東
京
市
立
日
比
谷
圏
書
館
評
識

員
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル

一
、
同
四
十
三
年
五
月
廿
七
日
内
閣
ョ
リ
議
院
建
築
準
備
委
員
會
委
員
ヲ
被

被
仰
付

一
、
大
正
七
年
七
月
十
八
日
内
閣
ョ
リ
臨
時
脳
院
建
築
局
顧
問
ヲ
被
仰
付

一
、
同
十
―
――年
十
二
月
廿
三
日
農
商
務
省
ョ
リ
萬
闊
装
飾
美
術
工
荻
悼
買
會

命
ゼ
ラ
ル

一
、
同
五
年
七
月
三
日
内
閣

ョ
リ
圃
際
観
光
委
員
會
委
員
ヲ
被
仰
付

一
、
同
六
年
十
月
一
日
内
閣

ョ
リ
國
立
公
園
委
員
會
委
員
ヲ
被
仰
付

官
等
及
位
動
〔
省
略
〕

か
く
て
正
木
校
長
時
代
は
終
り
、
東
京
美
術
学
校
は
新
た
な
時
代
を
迎
え

た
。
こ
の
変
革
期
に
際
し
て
幹
事
の
戦
が
復
活
し
、
四
月
十
三
日
に
矢
代
幸
雄

が
こ
れ
に
任
命
さ
れ
て
赤
間
信
義
を
補
佐
し
た
。
た
だ
し
、
六
月
十
一
日
の
教

務
分
掌
規
定
改
正
に
よ
り
幹
事
の
戦
は
解
消
さ
れ
た
。

④

後
任
校
長
問
題

「
諸
新
聞
切
抜
」
を
見
る
と
正
木
直
彦
校
長
退
官
前
後
の
昭
和
七
年
三

S
五

月
に
後
任
校
長
の
人
選
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
校

内
か
ら
選
ぶ
場
合
は
和
田
英
作
が
最
も
有
力
で
あ
る
と
い
う
記
事
（
三
月
二
十

五
日
『
中
央
新
聞
』
）
、
文
部
省
が
「
直
轄
學
校
長
中
切
つ
て
の
や
り
手
」
で
あ

る
東
京
音
楽
学
校
長
乗
杉
嘉
寿
に
白
羽
の
矢
を
立
て
、
極
力
交
渉
中
で
あ
る
と

い
う
記
事
（
同
月
二
十
七
日
『
読
売
新
聞
』）
、
文
部
省
宗
教
局
長
が
候
補
に
挙

げ
ら
れ
た
が
本
校
内
に
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
た
め
辞
退
し
た
と
い
う
記
事

（
四
月
一
日
『
時
事
新
報
』
）
、
校
内
か
ら
候
補
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
り
、
和
田

英
作
、
津
田
信
夫
、
結
城
素
明
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
和
田
か
結
城
が
推
さ
れ
る

可
能
性
が
強
い
と
い
う
記
事
（
五
月
二
十
四
日
『
国
民
新
聞
』
）
な
ど
が
出
て

い
る
。
正
木
の
『
十
一
二
松
堂
日
記
』
に
よ
っ
て
も
そ
の
間
の
動
き
が
推
察
さ
れ

る
が
、
正
木
自
身
は
和
田
英
作
を
推
す
考
え
だ
っ
た
ら
し
い
。
五
月
十
九
日
の

日
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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睛
午
前
十
時
和
田
英
作
氏
束
訪
校
長
問
題
に
就
き
校
内
郡
に
て

は
和
田
氏
を
推
す
こ
と
に
異
存
は
な
き
様
子
な
る
に
付
き
和
田
氏
の
杜
裏
如

何
と
尋
ね
し
に
推
畢
を
蒙
る
な
ら
は
美
術
家
と
し
て
は
大
犠
牲
な
る
へ
き
も

就
職
す
る
考
な
り
と
答
ふ
俯
て
本
日
午
後
早
々
文
部
省
に
赤
間
〔
信
義
〕

局
長
を
訪
ひ
美
術
學
校
長
後
任
に
は
和
田
英
作
氏
可
然
旨
を
余
の
慈
見
と
し

て
内
申
し
お
き
た
り

正
木
が
和
田
を
推
し
た
の
は
、
和
田
と
い
う
人
物
に
信
頼
を
置
き
、
そ
の
手

腕
に
期
待
を
か
け
て
い
た
こ
と
と
、
も
う
一
っ
、
左
記
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ

こ
。
f
 

出
勤

『東
京
美
術
学
校
校
友

私
の
在
職
中
に
色
々
念
と
し
て
ゐ
た
事
柄
は
、
此
の
美
術
學
校
は
歴
史
の
あ

る
古
い
學
校
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
で
も
卒
業
生
で
や
っ
て
行
け
る
や
う

に
、
そ
れ
で
卒
業
生
の
焚
逹
に
骨
を
折
つ
て
見
た
い
と
考
へ
て
、
機
會
の
あ

る
毎
に
此
の
こ
と
を
力
め
て
ゐ
ま
し
た
。
今
度
和
田
先
生
が
學
校
長
に
な
ら

れ
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
最
早
學
校
の
こ
と
は
學
校
出
身
の
者
で
や
つ
て
行
く

こ
と
が
出
来
る
、
世
の
中
の
美
術
の
こ
と
も
大
罷
學
校
の
卒
業
生
で
や
っ
て

行
け
る
、
と
云
ふ
宜
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
「
正
木
前
校
長
の
生
徒

一
同
に
対
す
る
挨
拶
の
辞
」

会
月
報
』
第
三
十
一
巻
第
三
号）

正
木
の
内
申
は
直
ち
に
文
部
大
臣
鳩
山
一
郎
に
承
認
さ
れ
、
和
田
英
作
が
校

長
に
任
命
さ
れ
た
。

の
『
読
売
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

⑤

和
田
英
作
の
校
長
就
任
・
大
観
の
攻
撃

昭
和
七
年
五
月
―
――
十
日
、
西
洋
画
科
教
授
和
田
英
作
が
校
長
に
就
任
し
、
赤

問
信
義
は
校
長
事
務
取
扱
の
職
を
解
か
れ
た
。
和
田
の
経
歴
に
つ
い
て
は
既
に

本
書
第
一
巻
330
頁
や
第
二
巻
63
頁
そ
の
他
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
補
足
す

れ
ば
、
和
田
は
明
治
―
――
十
六
年
教
授
就
任
以
後
、
西
洋
画
科
の
実
技
指
母
の
外

に
、
几
帳
面
な
性
格
と
事
務
的
才
能
を
発
揮
し
て
同
科
の
運
営
に
つ
と
め
、
よ

く
黒
田
清
輝
を
補
佐
し
た
。
ま
た
、
同
四
十
年
文
展
開
設
以
来
継
続
し
て
審
査

委
員
を
つ
と
め
、
大
正
八
年
帝
国
美
術
院
会
員
と
な
り
、
そ
の
間
政
府
の
各
種

博
覧
会
、
展
買
会
の
審
査
や
出
品
事
務
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
経
歴
は
、
「
和
田

さ
ん
は
岡
田
三
郎
助
さ
ん
と
と
も
に
、
明
治
大
正
洋
画
界
の
最
高
峰
黒
田
清
輝

さ
ん
の
双
爽
と
し
て
坦
々
た
る
出
世
街
道
を
た
ど
っ
た
人
で
あ
る
。
美
術
学
校

卒
業
後
助
教
授
、
外
遊
、
つ
い
で
教
授
、
文
、
帝
展
審
査
員
、
芸
術
院
会
員
、

帝
室
技
芸
員
、
文
化
煎
章
、
同
功
労
賞
と
い

っ
た
エ
合
に
美
術
家
と
し
て
の
名

脊
の
一
切
を
授
っ
た
幸
運
な
人
で
あ
る
。」
（
坂
崎
坦
「
和
田
さ
ん
の
芸
術
」

『和
田

英
作
遺
作
展
』
昭
和
―――十
六
年
、
朝
日
新
聞
社
）
と
評
さ
れ
る
。
画
家
と
し
て
は
白

馬
会
展
、
文
展
、
帝
展
、
光
風
会
展
等
に
主
に
写
実
主
義
的
作
風
の
風
景
画
、

肖
像
画
、
花
舟
を
出
品
し
た
外
、
壁
画
の
制
作
に
も
意
欲
を
示
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
和
田
の
校
長
就
任
は
、
そ
れ
が
本
校
設
置
以
来
初
め
て
の
作
家

し
か
も
和
田
が
洋
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
派
閥
抗
争
の
渦

校
長
で
あ
り
、

巻
く
美
術
界
に
新
た
な
駿
動
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
の
た
め

か
、
各
新
聞
が
こ
の
記
事
を
大
き
く
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
一
っ

、
六
月
十
四
日

彩
管
を
投
げ
捨
て
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